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インターネットの役者たち
菊地宏明 ●Hiroaki Kikutchi

プロバイダーのオモテとウラ

『ベッコアメの奇跡』

本書は、ユーザー数日本一

を誇るインターネットプロバイ

ダー、ベッコアメ・インターネ

ットの社長自らが書いたサク

セスストーリーだ。良くも悪

しくも、このプロバイダーほど

注目を浴び、急成長を遂げた

プロバイダーはない。個人で

手軽にインターネット接続を

始められる利用料金を打ち出

してインターネット接続料金

の価格破壊を行い、ダイアル

アップ接続を試みてもつながり

にくいと悪評がたち、ユーザ

ーがWWWページにわいせつ

図画を掲載して警察の家宅捜

索が行われた、あのプロバイ

ダーだ。2年前、なぜ一介の

会社員がプロバイダーを始め

ようと決意したのか。資金力

のない会社員がどのようにプロ

バイダーを運営できたのか。

多くのプロバイダーが通信事

業、ソフトメーカーやハードメ

ーカーなどの企業から資金や

技術を受けてサービスを開始

したわけだが、まったくのゼロ

から作り上げていったプロバイ

ダーがいかにしてユーザー数で

日本一になるまでに成長した

のか。これらの疑問への答え

は、ビジネス本に社長の半生

記を加え、

運営の暴露本

的味付けをされたこの本の中

に詰まっている。「ふ～ん」と

唸らせる内容から、謎めく陰

謀のような事件、さらには

「エゲツナーイ」と顔をしかめ

る内容まで、ベッコアメユー

ザーを大いに楽しませてくれ

る。

『電子国家の
インターネットな人々』

1995年4月、関西に独立

国家が1つ生まれた。その名

は「関西電子共和国（VRK）」。

インターネット上に構築された

仮想国家で、社会のシミュレ

ーションを行う実験である。

この国家の一周年を記念して

作られたのが本書である。

初代大統領となった中島ら

も氏からのお言葉から、建国

の祖である臼井代表が語る建

国のエピソード、国民の声、

国内の研究所・街案内が収め

られている。サイバーカルチャ

ーのようなバタ臭さはなく、秋

葉系ニューエイジのようなポッ

プさもない、ちょっと泥臭い

が親しみやすい文化をもつ国

家であるようだ。インターネッ

トのWWWサーバーに築かれ

た首都「平成京」を中心に、

文化活動や経済活動も行われ

る。人口は1000人。経済活

動を行うための電子通貨デッ

セ、マッカ（1デッセ＝12マ

ッカ）をもち、移民時には

100デッセが与えられる。ボラ

ンティア活動などで収入を得

ることができ、稼いだ資金で

仮想の土地を購入したり、商

売を始めたりできる。また社

会貢献度によって複数の投票

権を得ることもできる。この

シミュレーションの成果は仮想

社会研究会の学術研究に役立

てられる。このバーチャルコミ

ュニティーを使った国家の実

現を模索する実験は今後も続

けられ、現在でも移民を受け

付けているそうだ。

サイバー国家の建国記
『インターネット、

自由を我等に』

郵政省の官僚である著者が

書き記した数々のメモをまと

めたコラム。軽妙な文体で、

堅苦しくなりがちな内容を、

さらりと、それでいて鋭く表

現している。

93年から96年までの3年間

滞在したパリから発信された

マルチメディアに関する話題の

電子メールをまとめた第1章

「パリ・メディア・ノート」で

は、欧州のマルチメディアの

現状と、国際会議で繰り広げ

られた各国の通信事情をめぐ

る交渉が記されている。続く

第2章「突破口としてのメデ

ィア」では、項目を歌謡曲の

タイトルで彩りながら、世界

のメディアの動向を追ってい

き、日本のとるべき進路を探

っている。そして、第3章

「メディア・ロマン主義」は、

著者のメディア社会への思い

を映画のタイトルのもとに書き

つづっている。

映画や音楽を中心にしたメ

ディアへの熱い思いがそこここ

に感じられ、その思いの果て

に待ちかまえる突破口の外に

見え隠れするものは、武邑光

裕氏の『デジタル・ジャパネ

スク』と同じだ。それは、コ

ンテンツであり、コンテンツを

生み出す新しい文化の創成期

に日本は差しかかっていること

を本書でも示して

いる。

郵政省官僚によるマルチメディア論
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『テイクダウン』上・下

携帯電話が犯罪小説のトリ

ックや小道具に使われること

が多くなった。というのも、

移動可能で逆探知がしにくい

と思われているからだが、実

際には待機中も電波を出して

いるので追跡装置のようにな

り、電波の発信源を追ってい

けば送信者を見つけることが

できる。電波の発信源を捜す

には、指向性の強いアンテナ

で電波の強い方向を求めてい

く方法があり、アマチュア無

線などではフォックスハンティ

ングというレクリエーションに

もなっている。携帯電話の内

部を解析したソフトを持つ著

者の下村氏のコンピュータに、

何者かがネットワークを介して

侵入した。狙いはそのソフト

らしい。そして、留守番電話

への謎のメッセージ。

見え隠れする犯人

像。セキュリティ

ーホールの所在、

犯人の侵入経路を

探らなければ、また攻撃を仕

掛けてくる。セキュリティーの

管理者として攻防戦を繰り広

げ、次第に攻めに転じていく。

そして携帯電話で犯人ケビ

ン・ミトニックを追いつめてい

く。犯人像についてはマーコ

フ氏の著書「ハッカーは笑う」

が詳しい。

これは携帯電話とインター

ネットを舞台に、あたかも小

説のような展開を見せるノン

フィクションだ。技術者的な

細かな描写が現実感を出して

いる。それだけに決定した映

画化では、ハッキングの様子

がうまく伝えられるか疑問だ。

まずは読むしかない。
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ISDN導入の手引き書

『ISDN
スーパーバイブル』

今INSネット64の加入者

が急増中だそうだ。女子中学

生が契約するのではないので、

SMAPが「ろくよん・ろくよ

ん・いち・にっ・ぱっ」とCMで

連呼してるからではない。そ

の要因の1つがインターネッ

トプロバイダーへの

高速ダイアル

アップ接続で

ある。しかし、

やっとモデムの扱

いに慣れた者が高速

性に惹かれてフラフラと始め

ても、今までの電話回線と勝

手が違い、ISDNの迷宮に迷

い込んでしまう。

こんな人のためにISDN導入

をわかりやすく解説したのが本

書である。ISDN導入メリッ

トの解説、導入手順ガイド、

パソコン接続・利用ガイド、

ISDNサービスオプションの解

説、工事/Windows 3.1/Win

dows 95/Macintosh/TA/一般

に分類されたQA集からなる。

モデム利用者がINSネット64

を導入して、インターネット

プロバイダーの同期64Kbps

ダイアルアップ接続サービス

を受けるまでのガイドブックに

はちょうど良い。ニフティサ

ーブISDNフォーラムが監修

しているだけあって、100問

のQA集も知りたい項目が多

く載っていて、はじめてINS

ネット64を使う場合には重宝

する。残念なのは、一部のプ

ロバイダーでサービスを開始

した128Kbpsのダイアルアッ

プ接続サービスに使われるプ

ロトコルのマルチリンクPPP

（MP）については取り上げて

ないことだ。

『グローバルブレインに
リンクする日』

米国のサイバーカルチャー誌

『MONDO2000』の元編集長

のコラムは、アーティスティッ

クで、アクティブで、反体制

的で、猥雑な西海岸のサイバ

ーカルチャーの臭いがプンプン

する。

シリコンバレーの企

業やUCB、スタ

ンフォード

大学など

のコンピ

ュータサイ

エンスの聖地

とバークレーのヒッ

ピーカルチャー、ゲイな

どのマイノリティーも多いサ

ンフランシスコ、これら多種

多様な文化が融合して生まれ

たカルチャーを、サイバーカル

チャーをリードする雑誌の編集

長をつとめた著者が語ってい

る。昨今のインターネットユ

ーザーの急増を称して、「ノー

マルがネットに押し寄せてく

る！」という。確かに、以前

のネットは、もっとサブカルチ

ャーの香りがしたし、変な奴

も多かった。さらに、「...性の

下手な模倣がピューリタン的

なアメリカ人を激怒させ...」

とあるように、ネットの中の性

的なコンテンツにノーマルが反

応した。そして巻き起こる体

制からの規制。反体制派は暗

号化技術を大衆に解放しよう

とする。

すでに米国で始まっている

インターネットでの体制と反体

制のせめぎ合いなど、今後日

本でも起こりうるムーブメント

についての数々のコラムは興味

深い。

サイバーカルチャーの行く末

ケビン・ミトニック事件の全貌
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